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豊臣家が推す名手、下間少進

Nagoya Noh Theater名古屋能楽堂名古屋能楽堂

能「井筒」
撮影：工房　円
能「井筒」
撮影：工房　円
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十月定例公演十月定例公演

本願寺の坊官であった下間少進(仲孝)は、能の名手としても有名でした。座に属さないいわゆる素人役者ながら、縁あって金春大夫喜
勝から金春流の秘事を伝授された人物です。秀吉からの信頼も得て彼が舞った能の批評を求められたことがあり、関白職を継いでいた
甥の秀次にとっては能の師でした。さらに自身の演能記録『能之留帳』や型付『童舞抄』など、能の研究において貴重な資料となる文書
をいくつか著しています。
その『能之留帳』によりますと、文禄三年四月禁中にて少進が演じたのが《井筒》。「伊勢物語」に材を取った詩情あふれる秋の名曲を、
彼は他にも幾度かつとめました。そして秀吉、秀次もこの曲を舞った記録が残されているのです。
狂言《今参》は文禄二年四月名護屋での能の番組にその名が見える、中世流行の「秀句」を取り入れた“就活”のお話。
文学とことばの魅力に彩られた十月定例公演をどうぞお楽しみください！

能能

狂言狂言

指定席………………… 4,200円
自由席（一般）…………3,200円
自由席（学生）…………2,000円

指定席………………… 4,200円
自由席（一般）…………3,200円
自由席（学生）…………2,000円

令和8年

10月18日（日）
14：00開演（13：00開場）
10月18日（日）
14：00開演（13：00開場）

8月6日（木）より 前売券発売

しも つま しょう しん
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10月4日（日）　14：00～15：30
十月定例公演事前学習講座 受講チケット 500円

◆能「井筒」のあらすじ、見どころを解説します。詳細は事前学習講座チラシをご覧ください。
※事前学習講座のチケットは、名古屋市文化振興事業団の管理する文化施設窓口にて取り扱いをしております。

番
　
組

＊学生券は25歳以下を対象とします。 ＊未就学児のご入場はお断りいたします。
＊チケットは1回につき4枚までの販売とさせていただきます。

事業団友の会会員・障がい者手帳等をお持ちの方（付添者１名含む）は
400円引きです。（学生券の割引はありません。）
（名古屋能楽堂・事業団チケットガイド・事業団施設窓口のみ。各割引の併用はできません。）

名古屋能楽堂／TEL.052-231-0088
＊前売券発売日当日は、お電話がつながりにくいことがあります。

名古屋市文化振興事業団チケットガイド／TEL.052-249-9387
（平日9：00～17：00／チケット郵送可）

名古屋市文化振興事業団が管理する文化施設窓口＜土日祝日も営業＞でも
お求めいただけます。
（工事休館などがありますので、ホームページでご確認ください。）

チケットぴあ／Pコード543-506

＊外国籍が証明できるパスポート等を持参された方には前売・当日とも割引きします。（名古屋能楽堂取扱いのみ）
Discount is available by showing passport or other proof of foreign nationality. (at Nagoya Noh Theater only)

4,200円 3,２00円 2,000円

公演についての最新の情報は
名古屋能楽堂ホームページを
ご覧ください。

https://www.bunka758.or.jp/facility/nougakudo/

〒460-0001  名古屋市中区三の丸一丁目1番1号

＊前売券発売日  令和8年8月6日（木）

Student 25 and under
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大学生（25歳）以下


